
 

卒
業
お
め
で
と
う 

三
月
十
七
日
（
木
）、 

温
か
な
日
差
し
の
中
、

記
念
す
べ
き
第
四
十

回
卒
業
式
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
四

十
五
名
の
卒
業
生
は
、

今
は
少
し
小
さ
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
、
鳴
鼓
小
学
校

を
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
姿
が
と
て

も
微
笑
ま
し
く
、
見
て

い
る
だ
け
で
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

卒
業
生
の
式
中
の
態
度
は
凛
と
し
て
お
り
、
五

年
生
も
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
態

度
で
式
に
臨
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
卒
業
式
を

通
し
て
、
五
年
生
も
、
次
の
最
高
学
年
と
し
て
の

自
覚
を
高
め
一
回
り
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。 校

長
式
辞
で
は
、
様
々
な
制
限
の
中
、
鳴
鼓
小

の
「
顔
」
と
し
て
、
学
校
を
支
え
、
リ
ー
ド
し
て

き
た
卒
業
生
の
頑
張
り
を
た
た
え
ま
し
た
。
ま

た
、
先
月
、
卒
業
生
に
読
み
聞
か
せ
を
し
た
「
半

日
村
」
と
い
う
絵
本
を
も
と
に
、「
一
歩
」
を
踏
み

出
す
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
一
歩
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
彼
ら
に

は
、
と
き
に
は
、
心
を
燃
や
し
て
無
心
に
取
り
組

む
「
赤
い
情
熱
」
を
。
そ
し
て
と
き
に
は
、
目
標

に
向
け
て
、
自
分
を
信
じ
、
一
歩
一
歩
粘
り
強
く

取
り
組
む
「
青
い
情
熱
」
を
も
っ
て
、
輝
く
未
来

に
向
け
て
歩
ん
で
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

卒
業
生
四
十
五
名
一
人
一
人
の
未
来
に
幸
あ

ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。 

 
 頑

張
っ
た
ね
！
な
づ
み
っ
子 

本
日
二
十
四
日
（
木
）、
本
年
度
の
修
了
式
を
迎

え
ま
し
た
。 

本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
制
限
の
多
い 

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
年
間
、
順

調
だ
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
第
五
波
が
襲
っ
た

夏
休
み
明
け
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
子
供
た
ち
に
元

気
が
な
く
、
不
安
定
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
職
員
と

状
況
を
確
認
し
、
子
供
た
ち
へ
の
働
き
か
け
、
関

り
を
強
め
た
と
こ
ろ
、
徐
々
に
子
供
た
ち
の
声
が

響
く
よ
う
に
な
り
、
十
月
末
の
「
な
づ
み
っ
子
発

表
会
」
の
と
き
に
は
、
す
っ
か
り
元
気
な
子
供
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
波
は
あ
り
ま
し
た
が
、

子
供
た
ち
は
、
こ
の
一
年
間
で
、
確
か
に
成
長
し

ま
し
た
。
元
気
に
、
賢
く
、
そ
し
て
何
よ
り
優
し

く
育
っ
て
い
ま
す
。 

修
了
式
は
、
現
学
年
の
修
了
を
互
い
に
喜
び
合

う
と
と
も
に
、
新
学
年
へ
の
希
望
を
抱
く
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
全
校
で
の
修

了
式
や
学
級
で
の
活
動
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
一

人
一
人
が
、
一
年
間
を
振
り
返
り
、
自
ら
の
成
長

や
仲
間
と
の
頑
張
り
を
自
覚
で
き
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
お
子
様

の
成
長
や
頑
張
り
を
た
く
さ
ん
褒
め
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
新
学
年
へ
の
希
望
を
ご
家

族
で
語
り
合
っ
て
く
だ
さ
い
。 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
下
記
の
と
お
り
、
本

校
職
員
も
退
職
・
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
別
れ
は
つ
ら
く
、
寂
し
い
で
す
が
、
す
ば
ら

し
い
環
境
の
中
、
す
て
き
な
子
供
た
ち
と
関
わ
る

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
ご
支
援
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【
異
動
及
び
退
職
す
る
職
員
】 

 
 

村
井 

宏
之 

校 

長 

時
津
町
立
時
津
東
小
学
校 

濱
崎 

友
樹 

教 

諭 

時
津
町
立
時
津
小
学
校 

赤
岩 

弘
明 

教 

諭 

壱
岐
市
立
鯨
伏
小
学
校 

渕
上 

友
香 

教 

諭 

時
津
町
立
時
津
北
小
学
校 

末
川
美
智
枝 

教 

諭 

退
職 

宮
下 

泰
浩 

教 

諭 

時
津
町
立
時
津
東
小
学
校 

竹
村 

浩
明 

教 

諭 

時
津
町
立
時
津
北
小
学
校 

永
瀬 

恵
子 

講 

師 

退
職 

 

坂
本
由
美
子 

講 

師 

退
職 

 

前
野 

栄
子 

講 

師 

退
職 

 

小
西 

美
香 

講 

師 

退
職 

馬
場
喜
世
美 

講 

師 

退
職 

岩
松 

優
貴 

養
護
助
教
諭 

退
職
（
新
採 

大
村
市
立
鈴
田
小
学
校
） 

中
村 

郁
子 

学
校
司
書 

時
津
町
立
時
津
中
学
校 

櫻
木
か
を
る 

用
務
員 

退
職 

四
月
の
主
な
行
事
（予
定
） 

六
日
（
水
） 

始
業
式
、
着
任
式
（
給
食
な
し
） 

八
日
（
金
） 

入
学
式 

十
一
日
（
月
） 

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
五
・
六
年
生
） 

十
三
日
（
水
） 

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
四
年
生
） 

十
四
日
（
木
） 

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
二
・
三
年
生
） 

十
五
日
（
金
） 

一
年
生
給
食
開
始 

十
九
日
（
火
） 

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
（
六
年
） 

県
学
力
調
査
（
五
年
） 

二
十
二
日
（
金
） 

歓
迎
遠
足
（
予
備
日 

二
十
八
日
） 

二
十
九
日
（
金
） 

昭
和
の
日 
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